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札幌市道徳教育研究会主催 

横山先生・岩井先生に学ぶ道徳学習会 
 
講 師 香川大学 教育学研究科高度教職実践専攻 教授 

植田 和也 氏 
 

大阪大谷大学 教育学部教育学科 特任教授 

                                           岩井 晃子 氏 

                                                                               

 

1 月 11 日（木）に札幌市西区民センターにて、冬の道徳学習会（理論編）が開催されました。講師とし

て、香川大学の植田和也先生と大阪大谷大学の岩井晃子先生を招き、当日は 40 名を超える参加者と学び合

いました。道徳科で度々話題としてあがる、「自己内対話」について、「終末だけで行っているわけではく、

どの場面でもあること。ただし、授業者としてはどの場面で特に行ってほしいのか意識することが大切。」

であることや、「児童生徒が終末場面で、見るだけで振り返りができるような板書を工夫すること。」など、

多くの御示唆をいただきました。質疑応答の中では、「『自分』と『自己』のそれぞれを、どのように捉え

るとよいか。」という質問に対して、『マルティンブーバー』の理論を紹介しつつ、「道徳科において、厳

密な区別はされていないが、自分の中の相反する自分を見ることを自己と捉えることが多い。自分を育てて

いく際に自己を見つめることになる。」と話していただきました。貴重な時間を与えてくださった植田先

生・岩井先生、御参加いただいた皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北北道道研研会会報報  
北海道道徳教育研究会 

講演会の様子 
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札幌市道徳教育研究会 北海道道徳教育研究会 日本道徳教育学会北海道支部 共催セミナー 

永田繁雄先生・安井政樹先生とともに 

子ども主体の道徳学習を探る 
講 師 東京学芸大学 大学院教育学研究科  

教授  永田 繁雄 氏 
札幌国際大学 スポーツ指導学科  

准教授 安井 政樹 氏 

                                               

                                                                               

「永田繁雄先生・安井政樹先生とともに子ども主体の道徳学習を探る」セミナーがありました。１日目に
は、伏見小学校の北山教諭の「よわむし太郎」の授業公開と討議がありました。授業公開では、「よいと思
っていることができているか。」と問い、よいと思ったことでもなかなか実行できない現実について話し合
いました。その後、「よいと思ったことをするにはどうしたらいいのか。」という課題を出し、「よわむし
太郎」の話を元に子どもたちと考えていきました。太郎の気持ちについて心情メーターを活用して立場を分
けて議論をし、よいと思ったことをするための心の強さの大切さについて確認しました。 
授業後の討議では、子どもたちがより主体的に深く考えるための手立てについて話し合いました。発問の

工夫や授業の構成の工夫など様々な話がある中、ICT の活用や教材の内容について永田先生よりご示唆があ
りました。 
また、永田先生より子ども主体の道徳学習についてお話いただきました。資料を土台にして考えて、課題

を子どもが見つけることを大切にすること、テーマを出して方向付けしすぎると多面的にならなかったり、
教え込みに近くなってしまったりすること、教材を通して普段体験できないことを疑似体験することができ
ることなどたくさんのご示唆をいただきました。 
２日目は、国際大学で「子ども主体の道徳学習をどうつくるか」というテーマで永田先生にご講演いただ

きました。子ども主体の授業をするためには、教師は伴走者の役割を果たすことが大切であり、一人一人が
走れる環境を整え、応援したり、認めたりすることが大切である。また教師が子どもとともに考え、子ども
が言いたいことを言える環境を整えることも大切であるとお話ししていただきました。また、納得解を生む
ためには、他者が必要であり、他者との議論から納得解が生まれてくるものである。そのために、安全運転
の授業ではなく、様々な仕掛けをしてチャレンジする冒険型の授業が大切であるとご示唆いただきました。 
明日からの道徳の授業に生かせることがたくさんあった実り多い学習会でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公開授業・授業討議・講演会の様子 
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令和６年度北海道道徳教育研究会 上川・旭川大会 

大会主題  

「 自己理解を深め、よりよい生き方を自ら考え続ける児童・生徒の育成  

～心をひらき、生き方をひろげる道徳教育のあり方 」 
   令和６年１０月４日（金） 

【午前】旭川市立緑が丘小学校・旭川市立緑が丘中学校 
     （課題別分科会・公開授業・授業別分科会） 

【午後】旭川大雪クリスタルホール 
     
記念講演 講師： 浅見 哲也 氏 

（十文字学園女子大学教授 
前文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官） 

【令和５年度の取組の成果として】 
【成果として】 

○北海道函館大会について、開催地研究会が協議を重ね、会員が少ない中でもできることを模索しな

がら、よりよい開催をめざし、「コンパクトな大会」を目指し実施できたことは成果である。そし

て、何よりも全国大会を契機に開催地函館の道徳研究会の組織が盛り上がり元気になったことが大

きな成果であると捉えている。 

○小学校では函館市内から複数の学校が鍛神小学校に集い、６学級の授業公開を行い、授業分科会で

は熱のこもった研究討議が実施された。中学校では亀田中学校の全学級道徳が展開され、ローテー

ション道徳や TT による授業、ICT の活用など、道徳推進教師が中心となり、学校が組織的に展開す

る道徳科の授業実践について提案がなされた。小中ともに研究の深まりのある研究討議となった。 

○文部科学省堀田調査官とも連携を取り、夏は堀田調査官を招いて、当日の授業検討会及び全道学習

会での公演を実施でき、大会に向けて、研究の深化と機運を高めることができた。 

○研修の機会として道徳学会北海道支部との共催で、２月に永田繁雄先生をお招きして、道徳学習会

を開催できた。研究部長の伏見小北山先生による授業を基にした学習会と、国際大学での翌日の講

演等、道徳教育について学びを大いに深めることができた。 

【令和６年度に向けて】 

第５９回北海道道徳教育研究大会 上川・旭川大会 

旭川市で開催する全道大会の成功に向け、全面的に支援していく。研究の積み上げを繋げながら、

開催地とより連携を深めるとともに、各支部との連携も深めながら、オール北海道で準備を進めてい

きたい。大会開催に向けては、全小道・全中道や道教委及び教育諸団体との連携を密に行っていく。

また、全道学習会を開催地旭川から発信し、研究の内容を高める研修を支えていきたい。 
 

研究の充実に向けた情報交流の活性化 

研究体制の充実に資する情報交流の活性化を図るとともに、ホームページを活用した研究報告や広

報活動など情報交流の充実を目指す。状況に応じて Zoom の活用も継続する。 
各支部の実態を把握するとともに、学習会や研究会への講師派遣を積極的に推進したり、研究交流

を行ったりするなど、本部と各支部間の連携を強めながら全道の道徳教育の振興と充実を図る。 



第 174 号（４）         北海道道徳教育研究会会報       令和 6 年 3 月 5 日発行 
 
 

 

4月 8日(土)  第1回本部理事会開催。出席者２６名（会場１2名・オンライン１4名・参加費） 

4月13日(木) 第１回本部理事会報告支部・事務局一覧と併せて、各理事・役員・事務局員へメール配

信。 後日、顧問あて郵送。 

4月19日(水) 北海道教育評論社 名簿の提出（郵送） 

5月22日(月) 全小道全国ブロック長オンライン会議 

6月15日(木)  第１回役員会・事務局会開催。グーグルミート 

6月19日(月)  役員会・事務局会報告、１次案内 顧問へ発送 各支部へ「支部事務局一覧」最新版送信 

6月22日(木)  全中道研とのオンライン会議 

6月30日(金)  全道学習会案内及び発表依頼 各支部へ送信 

7月 8日(土)  全中道副会長会・理事会（東京）会長出席 

7月25日(火)  全道学習会資料 各支部へ送付 

7月27日(木)  授業検討会 函館 １５：００函館市立鍛神小学校 (函館メンバーと北道研事務局） 

7月28日(金)  全道学習会（全道研究担当者会議）開催 ※会場15名オンライン30名参加 

9：30～全道学習会 11：15～堀田調査官 講演会（講演会には函館メンバーも参加） 

7月31日(月)  道徳フェスin Hokkaido (午後) 札幌市立苗穂小＋オンライン開催 

8月 1日(火)  全小道全国地区会長会議オンライン  道徳教育推進会議オンライン 

8月 3日(木)・4日(金) 全小道夏季中央研修 東京 根岸小 田村事務局長参加 

8月 5日(土)～6(日) 道徳推進教師育成講座（東京）函館２名、札幌３名参加 

8月17日(木)～18日(金) 道徳サマーフェスティバルin国際大学 開催（後援） 

9月15日(金)  北海道函館大会申し込み締め切り日延期のお知らせを各支部、全小道、全中道へ送付 

9月22日(金)  大会申し込み締め切り 

9月27日(水)  第２回役員会・事務局会開催 

11月 1日(水)  第59回全国小学校道徳教育研究会 第57回全日本中学校道徳教育研究大会 

第58回北海道道徳教育研究大会 北海道函館大会 １日目 全国理事会 

函館市立鍛神小学校 函館市立亀田中学校 

11月 2日(木)  北海道函館大会 ２日目 函館市民会館 

※北海道函館大会参加者 小 ２１０名 中 １６３名（来賓役員含む） 

11月16日(木)  北道研 第２回理事会  オンライン開催 

12月20日(水)  北道研第３回役員会・事務局会 Meet 開催 

12月22日(金) ２月永田先生に学ぶ道徳セミナー案内各支部へ送付 

2月 9日(金) 永田先生に学ぶ道徳セミナー① 伏見小 北山教諭 授業公開 

（日本道徳教育学会北海道支部 北道研 札道研 共催） 

2月10日(土) 永田先生に学ぶ道徳セミナー② 国際大学 

2月16日(金) 全小道 第46回研究発表大会・全国理事会 （東京 台東育英小学校） 

2月21日(水) R６支部会長・事務局長確認報告のお願いを各支部へ送信 

2月29日(木) 北道研第４回役員会・事務局会 Meet 開催 

令和６年度 第１回本部理事会 
○日時 令和６年４月１３日（土）14：00～ 
    （ZOOM 参加も可能） 
○会場 ホテルライフォート札幌 
    札幌市中央区南 10 条西 1 丁目 
    ０１１－５２１－５２１１ 
○交通 地下鉄南北線「中島公園駅」下車 
○内容 『令和５年度活動報告』 
    『令和６年度活動計画』 
    『会計決算報告・予算案審議』 
    各地区からの報告      他 

【令和６年度 年間会議日程(予定)】 

4 月 13 日（土） 第 1回本部理事会 

6 月          第 1回役員会・事務局会 

8 月   第 2回役員会・事務局会 

10 月 3 日（木）  第 2回理事会 

10 月 4 日（金）  上川・旭川大会 

12 月   第 3回役員会・事務局会 

2 月   第 4回役員会・事務局会 

4 月    第 5回役員会・事務局会 


